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三

近
世
、
参
詣
・
巡
礼
し
た
人
々

―
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
御
蔵
本
日
記
」
を
読
む
―

吉
　
積
　
久
　
年

は
じ
め
に

長
州
萩
藩
の
支
藩
、
徳
山
藩
四
万
石
の
藩
政
史
料
、
徳
山
毛
利
家
文
庫
の
中
に
「
御
蔵
本
日
記
」
一
一
六
六
冊
が
あ
る
（
山
口
県
文
書
館

架
蔵
）。

元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
か
ら
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
ま
で
、
藩
の
改
易
な
ど
も
あ
っ
て
間
欠
性
は
免
れ
得
な
い
（
１
）
も
の
の
、
小
藩
ゆ
え

に
当
役
す
な
わ
ち
城
代
家
老
の
決
裁
事
項
な
ど
に
留
ま
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
集
ま
り
、
事
件
や
事
故
な
ど
日
々
の
記
録
が
ま
め
に
書
き

と
め
ら
れ
、
当
時
の
世
相
を
よ
く
活
写
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
史
研
究
を
志
す
者
に
と
っ
て
、
格
好
の
史
料
と
し
て
思
わ
ず
全
冊
に

目
を
通
す
こ
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。
費
や
し
た
時
間
は
お
よ
そ
一
五
年
に
及
ぶ
。
そ
の
成
果
を
、
非
才
を
顧
み
ず
こ
れ
ま
で
駄
文
に
著
し

続
け
て
き
た
（
２
）
。

今
回
は
、
前
に
考
察
し
た
藩
領
外
者
の
領
内
長
期
滞
在
（
３
）
や
温
泉
湯
治
行
（
４
）
に
つ
い
て
の
延
長
線
上
で
、
同
じ
よ
う
に
藩
領
を
越
え
て
寺
社
に

参
詣
し
、
ま
た
巡
礼
し
て
廻
っ
た
人
々
に
関
す
る
記
述
が
少
な
か
ら
ず
目
に
止
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
紹
介
し
、
近
世
社
会
の
実
像
を
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二
四

表１　参詣・巡礼の承認等件数の推移
年号（西暦） 伊勢 金毘羅 四国 厳島 出雲 大宰府 周防国三

十三観音 御岳 防府
天満 阿品山 根笠 その他 計

元禄３（1690） 1 1

元禄５（1692） 1 筑後善導寺1 2

元禄７（1694） 2 1 3

元禄８（1695） 1 高野山1 2

元禄９（1696） 1 1

元禄10（1697） 1 1 2

元禄14（1701） 3 1 4

元禄15（1702） 1 1

宝永元（1704） 4 4 1 9

宝永２（1705） 3 3

宝永３（1706） 1 2 1 4

宝永６（1709） 2 1 3 6

正徳元（1711） 5 西国三十三観音1 6

正徳３（1713） 1 2 西国三十三観音1、善光寺1 5

正徳４（1714） 1 1

小計 22 0 0 13 1 0 5 4 0 0 0 5 50

享保５（1720） 2 1 3

享保６（1721） 1 1

享保７（1722） 1 2 1 2 6

享保８（1723） 3 1 4

享保９（1724） 2 1 2 1 1 7

享保10（1725） 2 1 1 1 豊前宇佐1 5

享保11（1726） 1 1 1 1 1 5

享保12（1727） 1 1 2

享保13（1728） 1 1 2

享保14（1729） 2 3 筑後善導寺1 6

享保15（1730） 2 1 4 1 1 西国三十三観音1 10

享保16（1731） 1 3 1 5

享保17（1732） 3 1 4

享保19（1734） 2 2

享保20（1735） 1 1 2 山口多賀社1 5

小計 16 9 1 24 2 2 6 2 2 0 0 4 68

元文元（1736） 2 2

元文３（1738） 1 1

元文４（1739） 1 1 2 4

元文５（1740） 3 3

寛保元（1741） 2 1 3

寛保３（1743） 4 4 8

延享元（1744） 1 1 1 1 4

延享２（1745） 2 2 4

延享３（1746） 1 1 2

延享４（1747） 1 1

寛延元（1748） 1 4 5

寛延２（1749） 3 3

寛延３（1750） 2 1 1 1 5

小計 7 14 1 18 4 0 0 0 1 0 0 0 45

宝暦元（1751） 5 2 1 1 9

宝暦２（1752） 1 1 1 3

宝暦３（1753） 2 1 3

宝暦４（1754） 1 1 3 2 7

宝暦５（1755） 1 1 2 1 5

宝暦６（1756） 1 1 1 3

宝暦７（1757） 2 中山観音（現山口県宇部市、広福寺）1 3

宝暦８（1758） 1 1 1 2 5

宝暦９（1759） 1 1 1 2 1 須万秘密尾（現山口県周南市）2 8

宝暦10（1760） 2 1 1 西国三十三観音1 5

宝暦11（1761） 1 西国三十三観音2 3

宝暦12（1762） 1 1

宝暦13（1763） 1 3 2 6

小計 13 12 3 12 0 2 1 4 4 0 4 6 61
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二
五

年号（西暦） 伊勢 金毘羅 四国 厳島 出雲 大宰府 周防国三
十三観音 御岳 防府

天満 阿品山 根笠 その他 計

安永３（1774） 1 2 2 1 山口多賀社1 7

安永４（1775） 1 1 2 4

安永６（1777） 1 1

安永７（1778） 2 1 1 1 5

安永８（1779） 2 2 8 1 13

安永９（1780） 3 1 1 1 備中吉備神社1 7

小計 11 8 1 19 2 4 3 2 0 4 0 9 63

天明元（1781） 5 2 1 高津人丸社2 10

天明２（1782） 1 2 1 4

天明３（1783） 1 3 1 1 6

天明４（1784） 1 1 2 1 高野山2、山口多賀社2 9

天明５（1785） 3 1 1
山口周慶寺1、般若寺（現山口県平生町）
1、長穂村薬師（現山口県周南市）1

8

天明６（1786） 1 1 1 1 1 山口多賀社1 6

天明７（1787） 1 1 1 筑後善導寺２、山口多賀社1、京都本願寺1 7

天明８（1788） 2 1 1 1
善光寺1、高津人丸社1、須万秘密尾権現
２、萩長野観音1、山口多賀社1

11

小計 7 4 2 14 0 6 0 0 2 4 2 21 62

寛政元（1789） 3 1 4

寛政２（1790） 3 2 1 1 7

寛政３（1791） 1 2 2 1
南都春日社1、京都賀茂社1、豊前宇佐1、
肥前諏訪社1、京都本願寺4、大寧寺（現
山口県長門市）1、西国三十三観音1

16

寛政４（1792） 2 4 2 1 2 3 豊前宇佐1、筑後善導寺1 16

寛政５（1793） 1 3 1 5

寛政６（1794） 1 1 1 京都知恩院1 4

寛政７（1795） 3 1 1 善光寺1、諸国仏閣1 7

寛政８（1796） 1 2 防府岸津妙見1 4

寛政９（1797） 1 1

寛政10（1798） 1 2 熊本本妙寺1 4

寛政11（1799） 1 1 2

寛政12（1800） 1 遠州秋葉山1 2

小計 14 3 3 11 3 6 2 2 1 6 3 17 71

享和元（1801） 2
山口多賀社1、室積普賢寺（現山口県光市）
1

4

享和２（1802） 1 1 1 1 4

享和３（1803） 1 1

文化元（1804） 1 1 1 3

文化４（1807） 1 山城賀茂両社1 2

文化６（1809） 1 1

文化７（1810） 防長両国一の宮1 1

文化９（1812） 1 1

文化13（1816） 毛利家芸州吉田墓所1 1

小計 1 1 4 0 1 3 0 0 1 1 1 5 18

合計 91 51 15 111 13 23 17 14 11 15 10 67 440

※元禄12・13年、明和３・４年、文化12年については、日記が全く遺存しない。

表２　主な参詣・巡礼先毎の往来日数
伊勢 金毘羅 四国 厳島 出雲 大宰府 周防国三

十三観音 御岳 防府
天満 阿品山 根笠

往来日数判明数 45 19 13 86 11 12 11 5 9 12 8

往 来 日 数 平 均 56.1 18.2 95.4 8.0 21.6 23.9 13.0 10.0 2.4 5.9 4.25

明和元（1764） 1 1 2

明和２（1765） 1 2 高野山1、山口大神宮2、英彦山1 7

明和６（1769） 1 1

明和５（1768） 1 1

明和８（1771） 2 4 2 京都平喰寺1、北野天満1 10

安永２（1773） 1 1 石州高津人丸社1 3

安永元（1772） 1 1

明和７（1770） 1 1
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二
六

少
し
で
も
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
思
い
筆
を
執
っ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
日
記
に
登
場
す
る
承
認
決
裁
の
対
象
者
は
、
藩
士
で
は
中
級
武
士
以
下
、
地
方
役
人
（
庄
屋
・
畔
頭
）、
町
方
役
人
（
年
寄
・

目
代
）、
宗
教
者
（
住
職
、
神
職
な
ど
）
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
記
す
年
月
日
は
、
断
ら
な
い
限
り
日
記
の
記
載
年
月
日
を
示
し
て
い
る
。

参
詣
・
巡
礼
の
実
況

参
詣
や
巡
礼
へ
の
旅
立
ち
は
、
役
職
か
ら
一
時
的
に
離
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
事
前
に
藩
府
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
元
禄
三
年
（
一
六
九
一
）
藩
士
の
御
岳
お
た
け

参
詣
を
初
例
と
し
て
、
日
記
に
記
述
さ
れ
る
そ
の
承
認
等
の
状
況
を
ま
と
め
た
の
が
表
１

で
あ
る
。

通
年
で
一
〇
例
以
上
を
数
え
る
参
詣
先
に
つ
い
て
は
抽
出
し
て
項
目
立
て
を
行
い
、
そ
れ
を
年
ご
と
に
、
ま
た
約
二
〇
年
単
位
で
年
号
で

く
く
り
、
そ
の
ほ
か
少
例
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
他
に
一
括
し
た
。

た
だ
し
、
多
く
が
役
職
者
で
あ
る
た
め
一
件
一
人
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
承
認
の
件
数
で
あ
っ
て
、

承
認
を
受
け
た
も
の
の
員
数
を
表
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
少
数
で
は
あ
る
が
、
承
認
事
項
と
し
て
で
は
な
く
、
参
詣
・
巡
礼
へ
の
出
立

あ
る
い
は
参
詣
・
巡
礼
か
ら
の
帰
着
の
記
述
も
含
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
は
、
若
干
で
は
あ
る
が
、
一
人
物
が
参
詣
先
を
複
数
跨
い
で
巡
拝
す

る
場
合
も
あ
っ
て
、
こ
れ
は
複
数
扱
い
と
し
た
。

今
日
で
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
参
詣
地
等
の
案
内
は
慎
む
こ
と
に
す
る
が
、
項
目
立
て
を
し
な
が
ら
も
知
名
度
が
必
ず
し
も
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二
七

高
く
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、
次
に
簡
単
に
案
内
し
て
お
き
た
い
。

御
岳
は
、
今
日
は
狗
留
孫
山
修
禅
寺
（
現
山
口
県
下
関
市
豊
田
町
）
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
ま
で
は
狗
留
孫
山

護
国
院
観
世
音
寺
と
称
し
て
十
一
面
観
音
像
を
本
尊
と
し
、
寺
の
あ
る
標
高
六
一
六
ｍ
の
狗
留
孫
山
山
頂
か
ら
は
響
灘
が
一
望
さ
れ
、
と
き

に
九
州
を
も
望
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
く
か
ら
御
嶽
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
、
栄
西
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
も
信
仰
を
集
め
て
き
た
。
当
時

は
長
府
藩
（
萩
藩
の
支
藩
）
領
。

阿
品
あ
じ
な

山
は
、
現
岩
国
市
に
属
し
、
標
高
四
四
四
ｍ
の
弥
山
の
こ
と
を
指
す
。
そ
の
山
頂
に
は
安
永
年
間
（
一
七
七
二
〜
八
〇
）
に
弥
山
社

が
建
造
さ
れ
、
雨
乞
い
の
効
験
な
ど
で
信
仰
を
集
め
た
。
な
お
、
現
在
は
弥
山
堂
に
改
ま
る
。
当
時
は
吉
川
岩
国
領
。

根ね

笠が
さ

は
地
名
で
、
現
在
の
岩
国
市
美
川
町
に
所
在
し
、
そ
こ
に
岩
屋
観
音
が
あ
る
。
高
さ
八
五
㎝
の
木
造
の
観
音
坐
像
が
石
灰
洞
窟
に
お

い
て
石
化
し
、
奇
瑞
と
し
て
古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
た
。
当
時
は
萩
藩
領
。

多
く
は
全
国
的
に
も
よ
く
知
ら
れ
た
寺
社
と
承
知
さ
れ
る
が
、
日
帰
り
、
あ
る
い
は
数
日
が
か
り
の
近
場
の
堂
宇
へ
の
参
詣
も
極
少
数
散

見
さ
れ
る
。
ま
た
藩
領
内
寺
社
へ
の
参
籠
の
記
事
も
若
干
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
除
外
し
、
あ
く
ま
で
領
外
へ
出
た
例
の
み
を
取
り
扱
う
こ

と
と
し
た
。

な
お
、
文
政
期
以
降
は
、
日
記
へ
の
記
載
例
が
少
な
く
な
っ
て
、
こ
の
時
期
を
正
面
切
っ
て
議
論
の
対
象
と
す
る
に
は
大
い
に
憚
ら
れ
る

の
で
割
愛
す
る
こ
と
に
し
た
。

か
く
し
て
、
そ
の
合
計
は
四
四
〇
例
を
数
え
る
が
、
隣
国
安
芸
の
厳
島
参
詣
一
一
一
例
（
二
五
％
）、
伊
勢
参
宮
九
一
例
（
二
一
％
）、
金

毘
羅
参
り
五
一
例
（
一
二
％
）
が
目
立
っ
て
多
く
、
こ
れ
だ
け
で
約
六
割
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

元
禄
〜
正
徳
期
は
、
金
毘
羅
参
り
や
四
国
遍
路
な
ど
の
例
が
認
め
ら
れ
ず
、
参
詣
先
が
九
ヶ
所
と
少
な
く
限
定
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
映
る
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二
八

が
、
享
保
期
に
は
一
三
ヶ
所
と
増
え
、
多
様
化
を
見
せ
つ
つ
元
文
〜
寛
延
期
で
参
詣
先
六
ヶ
所
、
計
四
五
例
と
一
旦
縮
み
な
が
ら
、
そ
の
後

は
ま
た
増
加
に
転
じ
、
天
明
期
六
二
例
、
寛
政
期
七
一
例
を
数
え
、
参
詣
先
も
三
〇
ヶ
所
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

九
ヶ
所
一
一
例
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
一
一
ヶ
所
一
六
例
、
同
四
年
八
ヶ
所
一
六
例
で
山
が
築
か
れ
て
い
る
。

承
認
等
の
件
数
を
日
記
残
存
月
数
で
割
っ
て
頻
出
度
を
み
る
と
、
元
禄
〜
正
徳
期
〇
・
四
五
、
享
保
期
〇
・
三
六
、
元
文
〜
寛
延
期
〇
・

二
七
、
宝
暦
期
〇
・
四
三
、
明
和
・
安
永
期
〇
・
四
四
と
推
移
し
て
天
明
期
〇
・
六
四
、
寛
政
期
〇
・
五
一
、
享
和
・
文
化
期
〇
・
一
一
で
、

件
数
に
限
ら
ず
天
明
・
寛
政
期
が
山
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
（
表
11
参
照
）。

承
認
さ
れ
た
も
の
に
は
、
参
詣
・
巡
礼
の
所
要
往
来
日
数
が
書
き
添
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
を
表
２
に
ま
と
め
た
。
四
国
遍
路
で

平
均
約
九
五
日
、
伊
勢
参
宮
で
同
じ
く
約
五
六
日
、
厳
島
参
詣
で
八
日
な
ど
で
あ
る
。

往
来
日
数
の
長
い
も
の
と
し
て
二
〇
〇
日
が
あ
る
。
住
職
の
西
国
行
脚
で
あ
る
（
享
保
一
五
年
〈
一
七
三
〇
〉
三
月
十
一
日
）。
つ
ぎ
に
一

五
〇
日
の
例
が
二
つ
。
座
頭
の
伊
勢
参
宮
（
寛
延
三
年
〈
一
七
五
〇
〉
四
月
十
五
日
）
と
隠
居
住
職
の
四
国
遍
路
（
天
明
二
年
〈
一
七
八
二
〉

正
月
二
十
三
日
）。

最
遠
隔
の
信
州
善
光
寺
参
詣
も
、
隠
居
住
職
で
一
〇
〇
日
で
あ
る
（
天
明
八
年
二
月
二
十
九
日
）。

事
例
も
多
く
往
来
日
数
も
か
か
る
伊
勢
参
宮
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
時
期
を
考
察
し
て
み
る
と
、
表
３
の
結
果
に
な
り
、
二
〜
七
月
の
春

と
夏
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
宝
暦
期
以
降
は
六
月
ま
で
に
ほ
ぼ
お
さ
ま
っ
て
い
る
。
勿
論
、
実
際
の
履
行
時
期
が
あ
ま
り
判
明

し
な
い
の
で
、
そ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る
が
、
数
少
な
い
事
例
と
は
い
え
、
承
認
と
履
行
の
時
期
が
と
も
に
記
さ
れ
る
場
合
が

あ
っ
て
、
そ
の
両
者
間
に
は
隔
た
り
が
少
な
い
（
５
）
こ
と
か
ら
、
こ
の
結
果
に
大
き
な
狂
い
は
な
い
と
考
え
る
。
後
掲
の
表
９
に
よ
る
記
事
に
は

事
件
・
事
故
発
生
ゆ
え
に
出
発
時
期
の
確
認
が
行
わ
れ
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
伊
勢
だ
け
に
限
ら
ず
五
月
と
六
月
に
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
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表３　伊勢参宮承認等の時期

表４　参詣往来日数の推移

期　間 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

元禄～正徳（1688～1714） 1 2 0 0 7 7 4 0 0 0 1 0 22

享保 （1719～1735） 0 2 3 1 4 2 1 0 0 0 0 0 13

元文～寛延（1736～1750） 0 0 1 4 2 0 1 0 0 0 0 0 8

宝暦 （1751～1763） 0 0 0 0 3 5 0 0 0 0 0 0 8

明和・安永（1764～1780） 0 1 3 1 0 2 0 0 0 0 0 0 7

天明・寛政（1781～1800） 1 4 3 4 0 3 0 0 0 0 0 1 16

享和・文化（1801～1817） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

計 2 10 10 10 16 19 6 0 0 0 1 1 75

※閏月については、例えば閏２月の場合、２月として扱った。

※括弧は往来日数が明らかな事例数

参詣先

期　間
伊勢 厳島 金毘羅

元禄～正徳 41.3（8） 6.6（11） －

享保 47.1（7） 7.5（19） 15.0（4）

元文～寛延 80.0（4） 9.3（10） 16.5（10）

宝暦 51.7（9） 7.7（11） 20.0（2）

明和・安永 65.0（4） 7.4（18） －

天明 50.0（6） 8.5（11） 30.0（1）

寛政 74.3（7） 11.0（6） 35.0（2）

計 56.1（45） 8.0（86） 18.2（19）
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れ
る
。

例
が
多
い
伊
勢
・
厳
島
・
金
毘
羅
の
各
参
詣
に
つ
い
て
、
往
来
日
数
の
時
代
的
推
移
を
見
て
み
た
の
が
表
４
で
あ
る
。
な
お
、
享
和
期
以

降
は
事
例
が
少
な
い
の
で
対
象
か
ら
外
し
た
。
い
ず
れ
と
も
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
上
向
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
伊
勢
参
宮
の
場

合
、
上
記
の
通
り
、
座
頭
の
一
五
〇
日
に
及
ぶ
例
を
含
ん
で
い
る
た
め
平
均
を
大
き
く
押
し
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
を
除
外
す
る
と
元
文
〜
寛

延
期
の
平
均
は
五
六
・
七
日
に
落
ち
着
く
。

身
分
別
状
況

参
詣
・
巡
礼
先
毎
に
身
分
別
に
状
況
を
ま
と
め
て
み
た
の
が
表
５
で
あ
る
。
承
認
等
の
総
計
四
四
〇
例
の
う
ち
藩
士
が
二
五
八
例
、
約
六

割
を
占
め
る
。
な
お
、
江
戸
番
手
の
往
来
途
中
に
集
団
で
伊
勢
参
宮
が
行
わ
れ
た
り
、
藩
を
代
表
し
て
の
参
詣
、
つ
ま
り
代
参
し
た
り
す
る

場
合
の
記
事
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
除
外
し
、
あ
く
ま
で
個
人
的
な
参
詣
・
巡
礼
に
限
っ
た
。

最
も
往
来
日
数
を
要
す
る
四
国
遍
路
は
、
身
分
的
偏
向
が
窺
わ
れ
ず
、
参
詣
・
巡
礼
の
事
例
が
多
い
参
詣
先
と
し
て
人
気
の
高
い
伊
勢
・

厳
島
、
そ
し
て
出
雲
も
同
様
に
身
分
的
分
散
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
と
比
べ
、
阿
品
山
・
根
笠
は
藩
士
が
独
占
し
、
藩
士
の
占
有
率
が
極

高
い
の
が
大
宰
府
・
防
府
の
両
天
満
宮
と
御
岳
で
あ
る
。
ま
た
、
周
防
国
三
十
三
観
音
巡
拝
の
み
地
方
役
人
の
占
有
率
が
高
い
。

参
詣
者
の
多
い
伊
勢
と
厳
島
に
つ
い
て
、
期
間
別
・
身
分
別
に
ま
と
め
て
み
た
の
が
表
の
６
と
７
で
あ
る
。
伊
勢
参
宮
に
お
い
て
は
、
元

禄
〜
正
徳
期
に
少
な
か
っ
た
藩
士
に
よ
る
参
宮
が
次
第
に
増
加
に
転
じ
、
明
和
・
安
永
期
に
は
一
一
例
す
べ
て
が
藩
士
の
参
宮
と
な
っ
て
い

る
。
逆
に
、
町
村
役
人
の
事
例
が
減
少
し
て
い
る
。
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表５　参詣・巡礼承認等の身分別状況
参詣先

身　分
伊勢 金毘羅 四国 厳島 出雲 大宰府

周防国三
十三観音 御岳 防府

天満 阿品山 根笠 その他 計

藩　　士 51
（56）

34
（67）

4
（27）

51
（46）

6
（46）

19
（83）

3
（18）

12
（86）

9
（82）

17
（100）

10
（100）

42
（63）

258
（59）

地方役人 19
（21）

12
（24）

5
（33）

37
（33）

5
（38）

1
（4）

13
（76）

1
（7）

2
（18） 0 0

6
（9）

101
（23）

町方役人 6
（7）

2
（4）

1
（7）

12
（11）

1
（8）

1
（4） 0

1
（7） 0 0 0

1
（1）

25
（6）

寺　　院 6
（7）

2
（4）

5
（33）

7
（6） 0 0

1
（6） 0 0 0 0

15
（22）

36
（8）

神　　社 9
（10）

1
（2）

0 4
（4）

1
（8）

2
（9） 0 0 0 0 0

3
（4）

20
（5）

計 91
（101）

51
（101）

15
（100）

111
（100）

13
（100）

23
（100）

17
（100）

14
（100）

11
（100）

17
（100）

10
（100）

67
（99）

440
（101）

※下段の括弧は％

※下段の括弧は％

表６　伊勢参宮の期間別・身分別承認等件数の推移
身　分

期　間
藩士 地方

役人
町方
役人 寺院 神社 計

元禄～正徳（1688～1714） 4
（18）

9
（41）

5
（23）

2
（9）

2
（9）

22
（100）

享保 （1719～1735） 11
（69）

4
（25）

1
（6） 0 0

16
（100）

元文～寛延（1736～1750） 3
（43）

1
（14） 0

2
（29）

1
（14）

7
（100）

宝暦 （1751～1763） 7
（54）

3
（23） 0 0

3
（23）

13
（100）

明和・安永（1764～1780） 11
（100） 0 0 0 0

11
（100）

天明・寛政（1781～1800） 15
（71）

2
（10） 0

1
（5）

3
（14）

21
（100）

享和・文化（1801～1817） 0 0 0
1

（100） 0
1

（100）

計 51
（55）

19
（21）

6
（7）

6
（7）

9
（11）

91
（101）
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ま
た
、
事
例
も
一
一
一
と
多
い
厳
島
参
詣
は
、
各
期
間
毎
の
事
例
数
も
ひ
と
し
並
み
に
高
い
た
め
に
、
そ
の
傾
向
を
読
む
の
に
都
合
が
よ
い
。

明
ら
か
に
藩
士
と
そ
の
他
と
の
間
に
は
逆
転
現
象
が
起
き
て
い
る
。

次
に
、
参
詣
・
巡
礼
が
山
を
な
し
た
と
み
な
さ
れ
る
天
明
・
寛
政
期
に
限
っ
て
身
分
別
の
状
況
を
抽
出
し
た
の
が
表
８
で
あ
る
。
全
一
三

三
例
中
一
〇
六
例
、
つ
ま
り
八
割
を
藩
士
が
占
め
、
通
年
の
占
有
率
よ
り
二
〇
ポ
イ
ン
ト
も
上
回
る
と
い
う
こ
と
に
は
注
目
し
た
い
。
近
場

の
阿
品
山
・
根
笠
詣
で
は
藩
士
に
限
定
さ
れ
、
九
州
の
大
宰
府
参
り
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
藩
士
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
と
は
反
対
に
、

通
年
の
占
有
率
二
三
％
の
地
方
役
人
が
、
一
七
ポ
イ
ン
ト
も
低
い
占
有
率
六
％
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

参
考
の
た
め
、
同
時
期
の
温
泉
湯
治
の
身
分
別
状
況
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
事
例
一
七
八
の
う
ち
藩
士
一
四
五
例
（
八
一
％
）、

地
方
役
人
一
一
例
（
六
％
）、
町
方
役
人
三
例
（
二
％
）、
寺
院
一
九
例
（
一
一
％
）、
神
社
〇
と
い
う
内
訳
に
な
る
。
参
詣
・
巡
礼
と
比
べ
、

藩
士
お
よ
び
地
方
役
人
・
町
方
役
人
の
占
有
率
に
差
は
な
く
、
寺
院
に
つ
い
て
は
湯
治
行
の
方
が
四
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

参
詣
・
巡
礼
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
記
事

藩
士
や
町
村
役
人
な
ど
限
定
的
で
は
あ
る
も
の
の
参
詣
・
巡
礼
の
承
認
等
に
よ
る
記
事
を
拾
い
集
め
る
こ
と
で
、
動
向
の
お
よ
そ
は
掌
握

で
き
る
が
、
当
該
日
記
に
は
、
こ
れ
ら
の
承
認
等
の
記
事
と
は
異
な
る
徳
山
藩
領
民
の
参
詣
・
巡
礼
に
ま
つ
わ
る
事
件
や
事
故
な
ど
の
記
述

も
散
見
さ
れ
、
よ
り
広
範
な
動
向
を
知
る
手
立
て
に
な
る
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
表
９
で
あ
る
。
表
１
で
は
例
を
見
な
か
っ
た
熊
野
や
大

峯
へ
の
参
詣
も
窺
わ
れ
る
。

七
〇
例
ほ
ど
の
う
ち
三
一
例
、
約
半
分
近
く
が
伊
勢
参
宮
に
関
わ
る
記
事
で
、
そ
の
う
ち
「
抜
参
り
」
つ
ま
り
無
断
参
宮
の
こ
と
が
一
一
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表７　厳島神社参詣の期間別・身分別承認等件数の推移

表８　天明・寛政期の身分別参詣・巡礼の状況

身　分

期　間
藩士 地方

役人
町方
役人 寺院 神社 計

元禄～正徳（1688～1714） 0
7

（54）
5

（38）
1

（8） 0
13

（100）

享保 （1719～1735） 3
（13）

15
（63）

5
（21）

1
（4） 0

24
（101）

元文～寛延（1736～1750） 5
（28）

7
（39） 0

5
（28）

1
（6）

18
（101）

宝暦 （1751～1763） 5
（42）

6
（50）

1
（8） 0 0

12
（100）

明和・安永（1764～1780） 17
（89）

2
（11） 0 0 0

19
（100）

天明・寛政（1781～1800） 21
（84） 0

1
（4） 0

3
（12）

25
（100）

計 51
（46）

37
（33）

12
（11）

7
（6）

4
（4）

111
（100）

※下段の括弧は％

行先
身分 厳島 伊勢 大宰府 阿品山 金毘羅 四国 根笠 その他 計

藩　　士 21 15 11 10 5 1 5 38 106（80％）

地方役人 0 2 1 0 0 1 0 4 8（6％）

町方役人 1 0 0 0 1 1 0 0 3（2％）

寺　　院 0 1 0 0 0 2 0 6 9（7％）

神　　社 3 3 0 0 1 0 0 0 7（5％）

計 25 21 12 10 7 5 5 48 133（100％）
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表
９
　
徳
山
藩
領
民
の
社
寺
参
詣
に
ま
つ
わ
る
記
事
一
覧

年
号
（
西
暦
）

記
載
月
日

概
　
　
　
要

元
禄
８
（
1
6
9
5）

7.2
3

6/2～
大
道
理
村
百
姓
一
家
4人
伊
勢
抜
参
り
、
7/5備

後
国
神
辺
で
百
姓
病
死

元
禄
９
（
1
6
9
6）

6.6
2/7富

田
の
夫
婦
と
娘
伊
勢
参
り
、
3月
中
旬
娘
は
ぐ
れ
、
5/2

5大
坂
よ
り
船
で
帰
国

元
禄

1
0（

1
6
9
7）

7.2
3

1
0.8

1
0.1

5

須
万
村
百
姓
伊
勢
参
り
、
帰
途
の
岩
国
今
津
で
破
船

6/1
5大
道
理
村
女
（
4
0才
余
）
伊
勢
抜
参
り
、
途
中
安
芸
国
で
病
気
、
1
0/2帰

着
6月
上
村
百
姓
四
国
遍
路
へ
、
帰
途
、
岩
国
領
柱
野
で
急
死
、
今
日
、
親
類
死
骸
引
取
り
へ
、
庄
屋
へ
金
1
0
0疋
、
宿
主
へ
鳥
目
１
貫
文
、
飛
脚
２
人
へ
銀
２
両
遣
し

元
禄

1
1（

1
6
9
8）

8.1
7

大
井
村
娘
（
1
4才
）
1人
で
伊
勢
参
り
、
途
中
、
防
府
宮
市
で
豊
前
国
小
倉
女
2人
と
同
行
、
帰
途
大
坂
で
盗
難
、
萩
藩
蔵
屋
敷
に
引
取
ら
れ
、
三
田
尻
廻
船
で
7/2

2帰
郷

元
禄

1
4（

1
7
0
1）

9.1
7

大
向
村
百
姓
妻
参
宮
、
帰
途
安
芸
国
で
病
死

宝
永
６
（
1
7
0
9）

7.1
9

9.1
3

須
万
村
百
姓
男
女
4人
伊
勢
抜
参
り
、
6/5岩

国
よ
り
出
船
、
7/4備

中
国
で
破
船
、
7/1

6帰
着

須
万
村
百
姓
一
家
4人
伊
勢
参
り
、
岩
国
船
で
赴
く
と
こ
ろ
備
中
国
で
破
船

享
保
６
（
1
7
2
1）

閏
7.3

閏
7.1

0

閏
7.2

3

6/1
5須
万
村
下
人
伊
勢
抜
参
り
、
7月
大
坂
で
盗
難
、
今
日
帰
国

6/1
2奈
古
村
百
姓
夫
婦
四
国
遍
路
抜
参
り
、
7/1

9土
佐
国
で
妻
病
死

6/2
2大
道
理
村
百
姓
3人
四
国
遍
路
へ
、
7/2

3う
ち
持
病
持
ち
の
一
人
、
土
佐
国
安
喜
浦
で
急
死
、
該
地
で
土
葬

享
保
７
（
1
7
2
2）

9.2
5

生
野
屋
村
百
姓
2人
伊
勢
抜
参
り
、
帰
途
の
備
前
国
尾
上
村
で
病
死

享
保
９
（
1
7
2
4）

6.2
0

東
豊
井
村
下
女
伊
勢
抜
参
り
、
6/1

4帰
国

享
保

1
1（

1
7
2
6）

6.2
4

6/1
2奈
古
村
百
姓
3人
厳
島
へ
、
6/1

6う
ち

1人
急
死

享
保

1
4（

1
7
2
9）

7.2
6 /1

0藩
士
下
人
（
3
0才
）
伊
勢
抜
参
り
、
6/1

8播
磨
国
で
落
舟
死
→
徳
山
浜
崎
町
の
船
頭
閉
戸
処
分

享
保

1
5（

1
7
3
0）

4.1
5

1
2.3

徳
山
村
百
姓
5人
連
で
西
国
巡
拝
、
途
中
病
気
、
大
坂
よ
り
船
で
帰
国
途
中
死

1
1月
上
旬
徳
山
新
町
の
男
（
6
0才
位
）
四
国
遍
路
へ
、
1
1/7道

後
で
病
気
、
帰
途
死
亡

享
保

1
6（

1
7
3
1）

1
2.9

下
松
出
身
者
、
1
0才
男
子
連
れ
諸
国
廻
り
、
8/1

7因
幡
国
で
病
死

享
保

1
7（

1
7
3
2）

9.1
1

1
0.1

5

6月
大
道
理
村
百
姓
四
国
遍
路
へ
、
9/7帰

途
、
久
賀
村
（
周
防
大
島
）
で
死
亡

春
、
徳
山
西
町
の
道
心
者
娘
連
れ
で
四
国
・
西
国
遍
路
へ
、
9/2

5安
芸
国
西
条
で
病
死
、
今
日
娘
帰
着

享
保

2
0（

1
7
3
5）

7.1
0

徳
山
辻
村
百
姓
の
子
伊
勢
参
り
、
下
向
の
折
、
親
と
は
ぐ
れ
美
濃
国
関
よ
り
松
平
右
近
将
監
大
坂
留
守
居
大
坂
屋
敷
ま
で
連
れ
、
今
日
帰
国

元
文
２
（
1
7
3
7）

8.7
瀬
戸
村
女
ば
か
り
8人
連
れ
伊
勢
参
り
、
7/1

6伏
見
で

1人
病
気
、
大
坂
蔵
屋
敷
送
り

元
文
３
（
1
7
3
8）

9.1
3

6/8徳
山
村
倒
百
姓
妻
子
西
国
巡
拝
、
備
後
国
尾
道
で
子
腫
物
出
来
、
9/1

1帰
国

寛
保
元
（
1
7
4
1）

7.9
6/朔
須
万
村
潰
百
姓
（
日
雇
稼
ぎ
）
一
家
3人
周
防
国
巡
拝
へ
、
今
日
、
山
口
で
歩
行
不
能
の
た
め
送
出
し
帰
国
→
一
家
領
払
い

延
享
元
（
1
7
4
4）

6.2
7

5/1
7遠
石
町
下
男
周
防
国
巡
拝
へ
、
今
日
ま
で
に
不
帰

延
享
２
（
1
7
4
5）

3.1
2

3/3西
豊
井
村
百
姓
一
家
3人
伊
勢
抜
参
り
、
3/8安

芸
国
大
野
村
で
病
死
、
昨
日
子
供
帰
国

延
享
４
（
1
7
4
7）

6.2
7

9.1
1

6/1
5富
田
村
百
姓
（
6
5才
）、

3人
連
れ
で
厳
島
へ
、
が
行
方
不
知
、
今
日
、
大
浜
で
死
体
発
見

当
夏
、
奈
古
村
百
姓
母
4人
連
れ
で
四
国
遍
路
、
伊
予
国
で
病
気
、
継
送
り
の
と
こ
ろ
、
今
日
富
海
で
死
亡

寛
延
２
（
1
7
4
9）

8.1
7

徳
山
幸
町
々
人
参
宮
の
帰
途
、
安
芸
国
船
越
村
で
病
気
、
昨
夜
、
宿
継
送
り
で
帰
着

寛
延
３
（
1
7
5
0）

8.2
1

大
道
理
村
娘
、
女
児
（
当
才
）
を
預
け
て
参
宮
、
同
行
者
大
坂
よ
り
連
帰
る
も
昨
夜
病
死

宝
暦
元
（
1
7
5
1）

9.1
9

6月
半
ば
富
田
村
川
崎
の
百
姓
母
子
抜
参
り
、
帰
途
9月
初
め
備
中
国
西
江
原
村
で
母
病
気
、
9/7送

出
し
の
と
こ
ろ
死
亡
、
昨
日
子
供
帰
国

宝
暦
３
（
1
7
5
3）

7.1
3

5/7河
内
村
下
人
（
1
3才
）
参
宮
、
帰
途
安
芸
国
船
井
村
で
麻
疹
患
い
、
7/1

1宿
継
送
り
で
帰
着

宝
暦
５
（
1
7
5
5）

9.1
6

6/6徳
山
江
田
丁
町
人
四
国
遍
路
へ
、
6/2

0伊
予
国
三
津
ヶ
浜
で
病
死
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三
五

年
号
（
西
暦
）

記
載
月
日

概
　
　
　
要

宝
暦
６
（
1
7
5
6）

4.2
3

4.2
4

5.1
5

2/1
0徳
山
村
百
姓
倅
参
宮
、
帰
途
安
芸
国
海
田
で
病
気
、
昨
日
帰
着

奈
古
村
百
姓
2人
四
国
遍
路
、
途
中
病
気
、
今
日
、
周
防
国
田
布
施
よ
り
宿
継
送
り
の
と
こ
ろ
徳
山
で
死
亡

大
向
村
百
姓
周
防
国
三
十
三
番
札
所
巡
り
の
と
こ
ろ
徳
山
領
上
村
で
死
亡

宝
暦
７
（
1
7
5
7）

6.8
5/1

0藩
士
娘
金
毘
羅
出
奔
抜
参
り
、
彼
地
で
病
気
の
報
（
※
6/2

7抜
参
り
禁
の
沙
汰
）

宝
暦
９
（
1
7
5
9）

9.2
4

3月
西
豊
井
の
百
姓
四
国
遍
路
へ
、
途
中
病
気
、
道
後
入
湯
か
ら
帰
途
柳
井
で
病
気
再
発
、
昨
日
帰
着

宝
暦

1
0（

1
7
6
0）

6.7
津
国
屋
新
兵
衛
・
小
西
屋
善
右
衛
門
・
米
屋
八
右
衛
門
・
津
添
屋
伝
兵
衛
・
重
屋
長
九
郎
、
伊
勢
参
宮
并
有
馬
入
湯
往
来
9
0日

宝
暦

1
3（

1
7
6
3）

6.2
5

藩
士
の
妻
と
祖
母
無
断
厳
島
参
り
、
今
日
閉
門
の
命

明
和
２
（
1
7
6
5）

7.1
8

当
夏
、
河
内
村
百
姓
参
宮
、
帰
路
宇
治
で
足
痛
に
つ
き
手
折
駕
で
大
坂
迄
、
そ
れ
よ
り
徳
山
船
で
7/1

3帰
着
、
船
賃
8
0文
銭

4匁
6分

2厘
支
払
い

9.朔
5月
富
田
川
崎
の
百
姓
娘
、
3人
連
れ
で
伊
勢
参
り
、
7/7帰

途
兵
庫
で
は
ぐ
れ
、
7/2

8薬
売
り
に
連
れ
ら
れ
帰
着

安
永
２
（
1
7
7
3）

1
2.1

6
徳
山
江
田
丁
町
人
妻
、
2人
連
れ
四
国
遍
路
の
と
こ
ろ
足
不
調
、
岩
国
よ
り
送
出
し
、
今
日
帰
着

安
永
３
（
1
7
7
4）

1
0.4

2月
遠
石
町
一
家
4人
四
国
遍
路
へ
、
土
佐
国
で
主
人
病
死
、
今
日
、
残
り
3人
帰
着

安
永
６
（
1
7
7
7）

1
0.1

1
河
内
村
百
姓
、
順
巡
先
の
紀
州
熊
野
新
宮
で
病
死
の
報

安
永
８
（
1
7
7
9）

6.2
下
松
浦
船
、
参
宮
人
2
0人
許
り
乗
せ
5/2

9出
帆
、
が
風
強
く
昨
昼
4ッ
時
落
海
死

天
明
元
（
1
7
8
1）

6.朔
9.1

7

5月
末
福
川
町
人
四
国
遍
路
へ
、
小
瀬
で
病
気
、
今
日
帰
着

夏
、
瀬
戸
村
小
百
姓
夫
婦
四
国
遍
路
へ
、
8/2

1土
佐
国
で
病
死
、
9/1

4妻
の
み
帰
国

天
明
４
（
1
7
8
4）

3.2
7

8.3
1
0.2

3

徳
山
村
百
姓
四
国
遍
路
の
と
こ
ろ
周
防
大
島
で
病
気
、
今
日
帰
着

5/1
9生
野
屋
村
百
姓
（
2
7才
）
大
峯
参
詣
出
足
、
帰
途
腹
痛
、
備
中
国
小
田
村
ま
で
戻
る
も
歩
行
難
の
た
め
療
養
、
7/2

2同
地
発
、
村
継
送
り
で
今
日
帰
着

島
田
出
生
の
坊
主
、
四
国
遍
路
の
後
諸
国
霊
場
巡
り
の
と
こ
ろ
長
門
国
美
祢
郡
岩
永
で
病
死

天
明
５
（
1
7
8
5）

6.5
東
豊
井
村
百
姓
母
伊
勢
参
宮
、
安
芸
国
寺
家
村
で
病
気
の
た
め
、
今
日
帰
着

天
明
８
（
1
7
8
8）

9.1
0

去
秋
、
徳
山
新
町
の
町
人
「
立
去
り
伊
勢
参
り
」、

9/8安
芸
国
下
瀬
野
村
で
病
死

寛
政
３
（
1
7
9
1）

正
. 1
3

河
内
村
百
姓
6人
（
男
女
各

3人
）
宿
願
伊
勢
参
り
明
日
か
ら

寛
政
４
（
1
7
9
2）

5.1
3

徳
山
舞
車
の
男
子
（
9才
）
伊
勢
参
り
の
と
こ
ろ
病
気
、
安
芸
国
小
方
村
よ
り
送
出
、
昨
日
帰
着

寛
政
７
（
1
7
9
5）

4.2
3

1
0.1

7

八
正
寺
隠
居
諸
国
仏
閣
順
拝
1
0年
の
暇

6/2瀬
戸
村
娘
伊
勢
へ
参
る
も
、
道
中
は
ぐ
れ
大
坂
蔵
屋
敷
へ
到
り
、
今
日
帰
国

寛
政
９
（
1
7
9
7）

7.1
5

久
保
市
町
人
の
妻
、
倅
2人
連
れ
周
防
国
観
音
巡
り
の
と
こ
ろ
倅
病
気
、
柳
井
町
よ
り
送
り
、
今
日
帰
着

寛
政

1
0（

1
7
9
8）

4.2
8

大
井
村
百
姓
母
善
光
寺
参
り
の
と
こ
ろ
足
痛
、
越
前
国
山
中
村
よ
り
継
送
り
、
大
坂
か
ら
船
に
て
徳
山
経
由
で
今
日
帰
村

享
和
元
（
1
8
0
1）

3.2
6

9.1
6

糀
町
町
人
倅
、
4人
連
れ
で
抜
参
り
の
と
こ
ろ
大
坂
辺
で
は
ぐ
れ
、
3人
は
先
日
帰
国
す
る
も
、
ひ
と
り
安
芸
国
上
三
永
村
で
病
気
、
兄
ら
出
迎
え
の
と
こ
ろ
中
野
宿
で
死
亡

下
松
の
者
、
四
国
遍
路
の
と
こ
ろ
土
佐
国
窪
津
浦
で
死
亡
に
つ
き
、
8/朔
親
類
引
取
り
に
赴
き
、

9/3帰
国

文
化
２
（
1
8
0
5）

1
1.2

4
当
夏
、
平
野
町
人
四
国
遍
路
の
と
こ
ろ
土
佐
国
で
病
死
、
今
日
親
族
代
理
迎
え
に

文
化

1
4（

1
8
1
7）

4.2
6

夜
市
村
女
、
去
年
4/2

2出
立
、
四
国
遍
路
の
と
こ
ろ
伊
予
国
三
津
浜
よ
り
病
気
、
和
田
村
（
周
防
大
島
）
で
臥
居
の
と
こ
ろ
養
生
叶
わ
ず
、
4/2

1継
送
り
で
帰
村

文
政
６
（
1
8
2
3）

9.1
0

徳
山
新
町
々
人
、
当
3月
四
国
遍
路
へ
、
4/1

7丸
亀
領
和
田
浜
着
、
4/1

8出
足
せ
ん
と
す
る
も
病
気
、
4/2

0夜
死
亡
、
死
去
入
目
銀
2
4.4匁

文
政

1
0（

1
8
2
7）

1
1.2

4
上
村
百
姓
父
娘
、
当
春
四
国
遍
路
へ
、
土
佐
国
で
父
死
亡
、
親
類
、
娘
迎
え
に
行
き
帰
国
、
挨
拶
と
し
て
庄
屋
・
年
寄
へ
南
鐐
各
1片
充
、
宿
へ
金

2
0
0疋

天
保
３
（
1
8
3
2）

2.2
6

下
松
町
人
、
親
子
二
人
連
れ
で
四
国
遍
路
の
と
こ
ろ
、
5/8土

佐
国
で
病
気
、
5/1

6死
去

天
保
６
（
1
8
3
5）

4.2
0

下
上
村
百
姓
、
西
国
巡
拝
の
帰
途
、
安
芸
国
御
手
洗
町
で
病
死

天
保
８
（
1
8
3
7）

5.1
9

5/7川
曲
村
百
姓
（
4
5才
）、
倅
（
9才
）
連
れ
四
国
遍
路
へ
、
下
松
の
堂
軒
下
で
病
死
、
倅
引
取
り
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三
六

例
認
め
ら
れ
る
。
次
い
で
多
い
の
が
二
三
例
の
四
国
遍
路
に
関
す
る
記
事
で
あ
り
、
時
代
と
と
も
に
伊
勢
参
宮
関
係
を
凌
い
で
い
る
。

そ
し
て
、
圧
倒
的
に
多
い
の
が
旅
先
で
の
病
死
の
記
事
で
あ
る
。
一
方
、
病
気
を
煩
っ
た
り
、
連
れ
か
ら
は
ぐ
れ
た
と
き
な
ど
で
も
、
結

構
帰
国
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
か
さ
れ
る
。
若
年
者
の
参
宮
ひ
と
り
旅
や
座
頭
の
参
宮
な
ど
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
長
旅
の
安
全

保
護
を
支
え
る
制
度
が
あ
れ
ば
こ
そ
実
行
さ
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
旅
先
で
の
病
気
発
症
に
よ
っ
て
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、

宿
継
ぎ
、
村
継
ぎ
で
無
事
帰
着
し
得
た
と
い
う
事
例
も
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
客
死
先
で
埋
葬
さ
れ
、
後
日
報
せ
を
受
け
た
遺
族
や
親
類
が

そ
の
現
地
へ
赴
き
、
世
話
料
を
置
い
て
い
っ
た
と
い
う
話
も
見
え
る
（
文
政
十
年
十
一
月
二
十
四
日
）。

日
記
に
は
、
さ
ら
に
徳
山
藩
領
内
で
発
生
し
た
藩
領
外
者
の
客
死
や
発
病
の
記
述
も
少
な
か
ら
ず
散
見
さ
れ
る
。
参
詣
・
巡
礼
の
途
中
の

死
も
あ
れ
ば
、
途
中
他
領
に
お
い
て
病
気
等
で
動
け
な
く
な
り
、
宿
継
ぎ
、
村
継
ぎ
で
出
身
地
に
送
還
さ
れ
る
中
で
、
た
ま
た
ま
徳
山
藩
領

内
で
死
亡
と
い
う
場
合
も
あ
っ
て
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
宿
継
ぎ
、
村
継
ぎ
は
公
務
で
あ
り
、
こ
れ
を
見
て
み

る
こ
と
は
、
社
会
動
向
の
考
察
を
深
め
得
る
と
考
え
る
。
徳
山
領
内
に
は
、
山
陽
道
と
い
う
大
往
還
が
東
西
に
走
っ
て
い
た
。

宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
か
ら
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
ま
で
で
参
詣
・
巡
礼
に
関
す
る
記
事
の
例
は
一
四
六
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち

四
国
遍
路
者
が
四
五
例
と
最
も
多
く
三
一
％
を
占
め
、
次
い
で
諸
国
社
寺
参
詣
者
が
四
〇
例
（
二
七
％
）、
伊
勢
参
宮
者
が
一
六
例
（
一
一
％
）、

西
国
三
十
三
観
音
霊
場
巡
拝
者
九
例
（
六
％
）
な
ど
に
な
る
。

そ
の
出
身
地
（
国
）
を
参
考
ま
で
に
見
て
み
る
と
、
萩
領
（
周
防
・
長
門
国
）
二
七
例
（
う
ち
徳
山
領
よ
り
西
が
二
三
例
）、
肥
後
国
二
三

例
、
安
芸
国
一
三
例
、
肥
前
国
一
〇
例
な
ど
の
ほ
か
、
遠
く
は
常
陸
・
上
野
・
武
蔵
・
越
前
国
が
各
一
例
ず
つ
認
め
ら
れ
る
。
地
域
別
に
見

直
す
と
、
九
州
地
区
六
一
例
、
中
国
地
区
四
八
例
、
関
西
地
区
八
例
、
四
国
地
区
六
例
な
ど
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
往
来
手
形
を
所
持
す
る
が
ゆ
え
に
、
ま
た
不
所
持
で
も
所
持
品
や
事
情
聴
取
な
ど
で
判
明
す
る
も
の
で
あ
り
、
公
務
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で
あ
る
こ
と
か
ら
日
記
に
書
き
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
記
事
に
は
性
別
は
も
と
よ
り
、
年
齢
が
多
く
記
さ
れ
て
も
お
り
、

し
か
と
判
明
し
な
い
場
合
で
も
推
定
年
齢
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
例
数
が
七
七
を
数
え
る
た
め
、
参
考
の
た
め
に
分
析
し
て
み
る
と
、
そ
の
平

均
年
齢
は
四
五
・
九
歳
と
な
る
。
男
性
（
四
五
例
）
四
七
・
三
歳
、
女
性
（
三
二
例
）
四
〇
・
六
歳
で
あ
る
。
最
高
齢
は
七
七
歳
、
萩
領
小

郡
村
（
現
山
口
市
）
の
同
年
齢
夫
婦
で
周
防
国
三
十
三
観
音
霊
場
巡
拝
途
中
の
者
た
ち
で
あ
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
二
月
十
五
日
出

立
、
同
二
十
一
日
萩
領
呼
坂
（
現
周
南
市
）
辺
で
怪
我
を
し
た
た
め
駕
籠
仕
立
て
で
徳
山
領
内
を
通
過
さ
せ
、
連
れ
帰
っ
た
と
い
う
（
同
年

二
月
二
十
四
日
）。

人
生
二
度
の
伊
勢
参
宮

参
宮
を
生
涯
に
二
度
果
た
し
た
人
物
が
い
る
。
ひ
と
り
は
富
海
と
の
み

（
現
防
府
市
）
の
国
津
姫
神
社
神
職
、
佐
伯
守
衛
で
あ
る
。
参
宮
の
ほ
か

に
も
神
社
参
詣
等
の
承
認
を
得
て
お
り
、
足
か
け
一
七
年
間
に
そ
の
数
五
回
に
及
ぶ
。
そ
れ
を
年
を
追
っ
て
示
し
て
お
く
。

①
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
四
月
六
日
　
厳
島
（
＊
往
来
日
数
記
さ
れ
ず
）

②
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
四
月
七
日
　
伊
勢
　
往
来
日
数
五
〇
日

③
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
四
月
八
日
　
山
城
の
両
賀
茂
神
社
　
往
来
日
数
六
〇
日

④
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
七
月
二
十
六
日
　
防
長
両
国
一
の
宮
（
玉
祖
神
社
・
住
吉
神
社
）

往
来
七
月
二
十
八
日
〜
八
月
十
日

⑤
文
政
二
年
（
一
八
一
五
）
三
月
八
日
　
伊
勢
　
往
来
日
数
八
〇
日

神
職
と
い
う
立
場
を
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
が
、
伊
勢
参
宮
の
二
度
目
の
往
来
日
数
は
初
回
に
比
べ
三
〇
日
、
す
な
わ
ち
一
ヶ
月
も
延
び
て
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い
る
。

も
う
ひ
と
り
は
、
福
川
町
年
寄
の
福
田
清
左
衛
門
で
あ
る
。
同
じ
く
長
期
不
在
を
伴
う
温
泉
湯
治
行
も
併
せ
て
そ
の
足
跡
を
辿
る
と
次
の

通
り
に
な
る
。

①
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
六
月
九
日
　
有
馬
温
泉
湯
治
（
＊
往
来
日
数
記
さ
れ
ず
）

②
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
六
月
十
六
日
　
厳
島
神
社
参
詣
　
往
来
日
数
六
日

③
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
六
月
二
十
三
日
　
伊
勢
参
宮
並
有
馬
温
泉
湯
治
　
往
来
日
数
五
〇
日

④
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
五
月
二
十
六
日
　
伊
勢
参
宮
並
有
馬
温
泉
湯
治
（
＊
往
来
日
数
記
さ
れ
ず
）

お
よ
そ
一
〇
年
間
に
四
回
の
旅
に
出
か
け
て
い
る
。
有
馬
温
泉
湯
治
も
兼
ね
た
伊
勢
参
宮
が
二
度
で
あ
り
、
宝
永
元
年
に
は
、
厳
島
詣
で

の
直
後
に
、
伊
勢
・
有
馬
行
き
の
承
認
も
得
て
い
る
。
な
お
、
福
川
町
に
は
も
う
ひ
と
り
町
年
寄
が
お
り
、
元
禄
十
五
年
五
月
二
十
二
日
の

条
に
は
、
そ
の
町
年
寄
も
伊
勢
参
宮
か
ら
戻
っ
て
き
た
と
い
う
記
事
に
当
た
る
。
二
年
連
続
し
て
同
じ
町
内
か
ら
二
人
の
町
年
寄
が
相
次
で

参
宮
し
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
参
宮
は
一
度
で
あ
る
も
の
の
、
長
期
不
在
の
旅
の
承
認
を
足
か
け
二
〇
年
の
間
に
六
回
も
ら
っ
た
人
物
が
い
る
。
大
藤
谷
村
庄
屋
の

長
右
衛
門
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
足
跡
は
次
の
通
り
。

①
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
七
月
六
日
　
伊
勢
参
宮
並
有
馬
温
泉
湯
治
（
＊
往
来
日
数
記
さ
れ
ず
）

②
元
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
七
月
八
日
　
有
馬
温
泉
湯
治
　
往
来
日
数
三
〇
日

③
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
六
月
十
四
日
　
有
馬
温
泉
湯
治
　
暇
日
数
一
五
日

④
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
六
月
十
一
日
　
有
馬
温
泉
湯
治
　
暇
日
数
二
〇
日
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⑤
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
六
月
三
日
　
周
防
国
三
十
三
観
音
巡
拝
（
＊
往
来
日
数
記
さ
れ
ず
）

⑥
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
五
月
二
十
三
日
　
西
国
三
十
三
観
音
巡
拝
　
往
来
日
数
五
〇
日

参
詣
・
巡
礼
さ
せ
た
人
々

こ
れ
ま
で
、
参
詣
・
巡
礼
し
た
側
に
視
点
を
置
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
逆
に
、
そ
れ
を
促
し
、
誘
い
に
や
っ
て
き
た
人
々
の
存
在
を
忘
れ

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

表
10
は
、
享
保
期
に
お
い
て
使
者
な
ど
を
立
て
て
来
藩
し
て
い
た
宗
教
者
の
記
事
を
拾
い
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
来
藩
者
が
手
に
携
え
て

き
た
も
の
と
、
逆
に
初
穂
と
し
て
来
藩
者
に
授
け
ら
れ
た
も
の
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
初
穂
の
縮
少
が
目
立
ち
、
伊
勢
の
御
師
使
者
に

対
す
る
初
穂
も
、
こ
の
後
、
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
は
皆
無
の
扱
い
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
は
藩
領
主
に
対
す
る
動
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
手
代
に
よ
る
徳
山
藩
領
内
の
檀
家
廻
り
も
行
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
藩
領

内
へ
の
長
期
滞
在
者
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
て
お
り
、
伊
勢
御
師
手
代
二
、
三
人
連
れ
の
檀
家
廻
り
は
、
大
体
、
年
末
か
ら
翌
年
三
月
に
か

け
て
富
田
と
ん
だ

新
町
（
現
周
南
市
）
の
宿
に
長
期
滞
在
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

出
雲
大
社
の
手
代
は
、
定
宿
を
徳
山
町
に
し
て
不
定
期
に
、
期
間
も
一
定
せ
ず
来
て
い
る
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
六
月
八
日
の
条
で

一
五
日
間
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
で
は
七
月
二
十
日
の
条
で
十
一
月
中
、
つ
ま
り
一
二
五
日
間
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
で
は
十
一

月
十
九
日
の
条
で
二
五
日
間
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
他
、
紀
州
熊
野
本
宮
（
徳
山
町
を
定
宿
、
手
代
一
人
）、
美
濃
国
中
島
社
（
同
じ
く
徳
山
町

を
定
宿
、
手
代
二
人
）、
安
芸
国
厳
島
神
社
（
同
じ
く
徳
山
町
を
定
宿
、
手
代
一
人
）
の
檀
家
廻
り
が
目
に
つ
い
た
。
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ま
た
、
日
記
に
忘
れ
ら
れ
ず
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
伊
勢
神
楽
の
来
藩
が
あ
る
。「
近
来
、
不
参
之
方
数
多
御
座
候
儀
に
つ

き
、
数
年
之
事
故
、
御
信
心
方
へ
対
し
誠
に
堪
え
難
き
次
第
に
存
じ
奉
り
候
」
と
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
十
月
四
日
の
伊
勢
神
楽
に

関
す
る
神
楽
団
側
の
言
上
の
声
を
記
し
た
記
述
で
、
こ
の
神
楽
の
目
的
が
如
実
に
語
ら
れ
て
い
る
。
伊
勢
太
神
楽
と
も
い
わ
れ
、
徳
山
へ
は

加
藤
源
太
夫
一
行
七
〜
九
人
連
れ
が
、
徳
山
城
下
で
の
檀
家
廻
り
を
三
日
間
の
承
認
を
得
て
行
う
に
際
し
、
遠と

石い
し

町
の
定
宿
を
拠
点
と
し
た

こ
と
が
長
期
滞
在
事
項
と
し
て
書
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。
獅
子
舞
や
曲
芸
な
ど
を
演
じ
、
守
護
札
を
配
っ
て
お
祓
い
祈
祷
を
目
的
と
し
て
廻

っ
て
お
り
、
藩
主
の
子
弟
も
、
時
折
こ
の
神
楽
見
物
を
し
、
初
穂
を
授
け
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
（
６
）
。

来
藩
の
時
期
を
窺
う
と
、
宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
の
場
合
、
四
月
七
日
が
管
見
で
最
も
早
く
、
逆
に
最
も
遅
い
の
が
文
久
二
年
（
一
八

六
二
）
の
十
月
十
三
日
で
あ
り
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
遅
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
来
藩
の
始
原
に
つ
い
て
は
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）

七
月
十
八
日
の
記
事
、「
伊
勢
大
神
楽
舞
数
年
此
辺
参
候
に
つ
き
遠
石
町
に
定
宿
之
あ
り
、
云
々
」
が
言
い
当
て
て
い
る
。

お
わ
り
に

参
詣
・
巡
礼
と
同
じ
く
、
人
々
が
多
分
の
時
間
と
経
費
を
掛
け
、
領
域
を
越
え
て
大
き
く
動
い
た
も
の
に
先
に
も
触
れ
て
い
る
と
お
り
温

泉
湯
治
行
が
あ
る
。
湯
治
が
病
気
治
癒
と
い
う
切
実
な
目
的
を
持
つ
の
に
対
し
、
信
仰
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
参
詣
・
巡
礼
に
は
物
見
遊
山

的
要
素
が
ま
と
わ
り
つ
く
。

日
記
に
記
さ
れ
る
こ
の
二
つ
の
承
認
等
の
状
況
を
示
し
た
も
の
が
表
11
で
あ
り
、
湯
治
に
比
し
て
参
詣
・
巡
礼
の
方
が
通
年
的
に
は
下
回
っ

て
い
る
。
た
だ
し
、
天
明
期
の
み
逆
転
現
象
が
見
ら
れ
る
。
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表10 宗教者の来藩状況（享保期）
年（西暦）月日 来藩者（都道府県） 献上物・初穂銀など

享保10（1725）11.25 伊勢御師村山太夫使者（三重） 例年通り参上、献上物＝新暦・祓熨斗10把

11（1726）正.23 東大寺年始使者竹屋武右衛門上下4人（奈良）

2.21 出雲大社千家雅楽代（島根） 献上物＝祈祷玉串・十六島のり、初穂銀1枚

10.18 高野山安養院使僧（和歌山） 献上物＝御札10帖1本、初穂銀1枚

12.5 愛宕山福寿院使僧（京都） 献上物＝札轡助2懸、初穂銀25匁

12（1727）正.16 山口社人高橋木工ら3人（山口） 初穂銀13匁

14（1729）正.19 厳島社人難波右京（広島） 例年通り久米箱3つ送来、初穂銀25匁

16（1731）正.18
萩伊予八幡社人（山口） 祈祷箱送来、初穂銀6匁（←2両）

山口三の宮社人3人（山口） 祈祷箱送来、初穂銀2両（←13匁）

正.19 厳島社人難波右京（広島） 久米箱送来、初穂金100疋（←銀25匁）

正.28 東大寺使者上司三左衛門ら7人（奈良） 献上物＝三月堂牛王・油煙墨1箱、初穂金200疋（←銀1枚）

2.7 伊勢御師村山太夫使者（三重） 初穂金昨年より金200疋（←現米3斗、銀1枚）

2.21 出雲大社より飛脚（島根） 献上物＝玉串1箱・十六島のり1箱・封状1箱、初穂金200疋（←銀1枚）

2.27 雲州秋上清より飛脚2人（島根） 献上物＝玉串2箱・久米2包（2年分）、初穂金200疋（←銀1枚）

17（1732）11.14 芸州吉田社人（広島） 献上物＝久米・枝柿1箱、初穂銀2両と金100疋（←金100疋）

18（1733）正.17 山口社人より飛脚（山口） 祈祷札送来、初穂銀6匁（←2両）

20（1735） 12.4 伊勢御師使者（三重） 献上物＝新暦2枚等、初穂銀表方より構なし御部屋より差出す

表11 湯治と参詣・巡礼の承認等件数

表12 湯治の身分別状況

期　間 湯治 A 参詣・
巡礼　 B 計 C 日記残

存月数 D C/D A/D B/D

元禄～正徳（1688～1714） 62 50 112 111 1.01 0.56 0.45

享保 （1719～1735） 100 68 168 189 0.89 0.53 0.36

元文～寛延（1736～1750） 133 45 178 168 1.06 0.79 0.27

宝暦 （1751～1763） 108 61 169 143 1.18 0.76 0.43

明和・安永（1764～1780） 89 63 152 142 1.07 0.63 0.44

天明 （1781～1787） 52 61 113 95 1.19 0.55 0.64

寛政 （1788～1800） 126 72 198 140 1.41 0.90 0.51

小　計 670 420 1,090 988 1.10 0.68 0.43

享和・文化（1801～1817） 60 20 80 188 0.43 0.32 0.11

計 730 440 1,170 1,176 0.99 0.62 0.37

湯治先

身　分
有馬 山口湯田 道後 その他 計

藩　　士 86
（44％）

184
（85）

77
（66）

136
（77）

483
（69）

地方役人 41
（21％）

13
（6）

16
（14）

8
（5）

78
（11）

町方役人 16
（8％）

3
（1）

3
（3）

1
（0）

23
（3）

寺　　院 48
（25％）

14
（6）

19
（16）

31
（18）

112
（16）

神　　社 4
（2％）

3
（1）

1
（1）

1
（0）

9
（1）

計 195
（100％）

217
（99）

116
（100）

177
（100）

705
（100）

※（←　）は、旧来からの変更を意味する
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な
お
、
元
文
〜
寛
延
期
の
湯
治
件
数
が
多
い
の
は
、
安
芸
国
湯
ノ
山
温
泉
（
現
広
島
市
、
日
記
で
は
「
水
内
」
と
記
さ
れ
る
）
へ
の
狂
騒

的
湯
治
行
現
象
の
た
め
で
あ
る
（
７
）
。
よ
っ
て
、
こ
れ
を
例
外
と
し
て
除
け
ば
、
温
泉
湯
治
行
も
参
詣
・
巡
礼
も
天
明
・
寛
政
期
に
山
が
築
か
れ

て
い
る
こ
と
が
見
え
て
く
る
。

ま
た
、
温
泉
湯
治
と
同
じ
役
割
を
果
た
し
た
も
の
に
石
風
呂
湯
治
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
天
明
・
寛
政
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
た
こ

と
を
拙
文
「
近
世
入
浴
文
化
史
考
（
８
）
」
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
蛇
足
な
が
ら
同
時
期
に
は
風
呂
屋
稼
業
も
本
格
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
身
分
別
に
参
詣
と
湯
治
の
占
有
率
に
つ
い
て
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
表
12
が
温
泉
湯
治
の
身
分
別
承
認
状
況
で
あ
り
、
既
述

の
表
５
と
比
較
し
て
み
る
。
藩
士
の
一
位
、
町
方
役
人
の
四
位
、
神
社
の
五
位
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
地
方
役
人
と
寺
院
に
つ
い
て
順
位
が

入
れ
替
わ
る
。
占
有
率
が
藩
士
で
一
〇
ポ
イ
ン
ト
、
地
方
役
人
で
一
二
ポ
イ
ン
ト
、
寺
院
で
八
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
そ
れ
ぞ
れ
見
出
さ
れ
る
。

神
社
の
湯
治
行
が
極
端
に
少
な
い
。
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四
三

註
（
１
）
全
体
的
に
は
日
記
の
残
存
率
は
八
二
％
で
あ
る
が
、
子
細
に
見
れ

ば
、
徳
山
藩
が
改
易
に
あ
っ
て
い
た
時
期
（
一
七
一
六
〜
一
七
一
九
）

の
前
後
で
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
元
禄
〜
正
徳

期
（
一
六
八
八
〜
一
七
一
四
）
で
三
二
％
、
享
保
期
以
降
（
一
七
一

九
〜
一
八
六
八
）
で
は
八
六
％
で
あ
る
。
な
お
、
正
徳
期
を
一
七
一

四
ま
で
と
し
た
の
は
、
日
記
が
一
七
一
四
ま
で
し
か
残
ら
な
い
か
ら

で
あ
る
。

（
２
）「
元
禄
期
の
徳
山
藩
―
『
御
蔵
本
日
記
』
を
読
む
―
」（『
山
口
県

地
方
史
研
究
』
第
62
号
収
載
、
一
九
八
九
〈
平
成
元
〉
年
十
月
発
行
）

を
は
じ
め
、「
徳
山
遠
石
の
祭
市
と
芝
居
興
行
―
近
世
中
期
、
地
方

小
都
市
の
社
会
―
」（『
山
口
県
史
研
究
』
第
３
号
収
載
、
一
九
九
五

〈
平
成
七
〉
年
三
月
発
行
）
や
「
小
藩
に
お
け
る
社
会
統
計
の
試
み

―
周
防
徳
山
藩
「
御
蔵
本
日
記
」
を
読
む
―
」（『
山
口
県
文
書
館
研

究
紀
要
』
第
34
号
収
載
、
二
〇
〇
七
〈
平
成
十
九
〉
年
三
月
発
行
）

な
ど
。

（
３
）「
領
外
長
逗
留
者
に
み
る
近
世
社
会
―
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
御
蔵

本
日
記
」
を
読
む
―
」（『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
35
号
収
載
、

二
〇
〇
八
〈
平
成
二
十
〉
年
三
月
発
行
）。

（
４
）「
近
世
湯
治
小
考
―
徳
山
毛
利
家
文
庫
「
御
蔵
本
日
記
」
を
読
む

―
」（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
101
号
収
載
、
二
〇
〇
九
〈
平
成
二

十
一
〉
年
六
月
発
行
）。

（
５
）
伊
勢
参
宮
で
は
次
の
例
が
確
か
め
ら
れ
る
。

【
承
認
等
記
載
年
月
日
】

【
履
行
月
日
】

享
保
16
（1

7
3
1

）
６
・
14

６
・
15
〜
（
50
日
間
）

元
文
５
（1

7
4
0

）
３
・
８

３
・
10
〜
５
・
３

宝
暦
元
（1

7
5
1

）
６
・
15

閏
６
・
６
着
船
（
帰
着
）

天
明
５
（1

7
8
5

）
２
・
朔

３
・
６
〜
４
・
14

天
明
６
（1

7
8
6

）
６
・
16

６
・
17
〜
７
・
25

寛
政
７
（1

7
9
5

）
正
・
28

２
・
26
〜
（
60
日
間
）

（
６
）
例
え
ば
、
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
七
月
十
日
の
記
事
、
同
二
年

生
ま
れ
の
若
君
雅
太
郎
（
八
代
藩
主
毛
利
広
鎮
の
長
男
、
文
化
七
年

没
）
が
常
祷
院
で
神
楽
舞
を
見
物
し
、
初
穂
料
銀
五
両
を
供
し
た
と

見
え
る
。
徳
山
毛
利
家
の
祈
願
所
だ
っ
た
常
祷
院
が
、
藩
主
子
弟
の

見
物
場
所
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
た
。

（
７
）
こ
の
騒
動
に
つ
い
て
は
、
拙
文
「
宝
暦
期
、
徳
山
藩
湯
湧
出
騒
動
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四
四

記
」（『
山
口
県
地
方
史
研
究
』
第
76
号
、
一
九
九
六
年
〈
平
成
八
〉

十
月
発
行
）
に
述
べ
て
い
る
。

（
８
）『
山
口
県
文
書
館
研
究
紀
要
』
第
38
号
収
載
、
二
〇
一
一
（
平
成

二
十
三
）
年
三
月
発
行
。


